
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009.10（№3）                    平成 21 年 10 月号 

                           市川駅南口図書館 
 

  今年、４月に流行が確認された新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）が、夏の間は小規模な感染 

 に留まっていましたが、秋の訪れとともに、世界的大流行（大規模感染）の兆しを示し始めま 

した。私たちにできることは、いかにして感染しないようにするかという消極的対策だけです。 

 『今月のテーマ』を新型インフルエンザへの備えとしましたが、Ｈ１Ｎ１予防の参考にして 

いただければ幸いです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

   『新型インフルエンザ対策ハンドブック』 
   岡田 晴恵/著  角川 SS コミュニケーションズ  H498.6/オ 

   
「新型インフルエンザとはどのようなものか」「我々の生活にどんな影響があるのか」という 

 基本的質問からはじまり、「どうしたら乗り越えられるのか」「家庭ではどんな準備をしておけ 

 ばよいのか」という対策にまで、できるだけ具体的に分かりやすく示しています。 

  まず大切なことは、新型インフルエンザにかからないことです。新型インフルエンザの感染 

 をどのように予防したらよいのか、感染のリスクを下げる努力を具体的に説明しています。 
 

     『パンデミックから身を守る 新型インフルエンザ対策』 

                    荒岡 敏/著  日刊工業新聞  H498.6/フ 
     

『殺人ウイルスの謎に迫る 新型インフルエンザはどうして危険なのか』 

                     畑中 正一/著  ソフトバンク   Ｖ491.7/ハ 
        

『最強ウイルス 新型インフルエンザの恐怖』 

    ＮＨＫ「最強ウイルス」プロジェクト/編  日本放送出版協会    Ｈ493.8/サ 
       

『新型インフルエンザ 世界がふるえる日』 

                     山本 太郎/著  岩波書店  Ｖ493.8/ヤ 
 

         『新型インフルエンザから家族を守る１８の方法』 

                    大槻 公一/著  青春出版社  Ｖ493.8/オ 

        

※ 市川駅南口図書館の愛称を募集したところ、「駅南」という名称が多かったので、愛称は「駅南」 

に決定されました。そこで、「図書館だより」の名称を「駅南だより」に変更いたしました。 



 
                              

『松本清張傑作選 戦い続けた男の素顔』 
松本清張/著  新潮社  913.6/マ 

 宮部みゆきオリジナルセレクションの副題があります。「月」・ 

「恩誼の紐」・「入江の記憶」など１２作品が収められています。 

本編の作品の特徴として、編者は「松本清張自身の出自や、若い 

ころの勤労体験などをもとにした、私小説的な趣を持つ作品たち」 

と説明しています。各作品には、作者の故郷である北九州の風景 

や貧しかった家庭の様子が彷彿させられます。 

 松本清張傑作選は全６巻で、６人の作者がそれぞれの視点から 

集め、タイトルをつけています。 

 

               『ルポ産科医療崩壊』 
                        軸丸 靖子/著  ちくま新書  Ｖ495.5/ジ 

ここ数年、産科医が自らを語るのに使う枕詞がある。それ 

は、絶滅危惧種という言葉だという。 

保護してももう手遅れ、産科医が日本から消えるのを止める 

ことはできない。という自嘲の言葉であるらしい。 

 医師も産める場所も激減した背後でお産難民や妊婦の「たら 

い回し」などが急増している。そして、激務に喘ぐ新生児科が 

あると言われています。少子化の危機が叫ばれるいま、周 

産期医療の現場では、何が起こっているのでしょうか。こ 

れから産み、育てる私たちはいったい何ができるのでしょ 

うか。 

 

 

 

 

  

 

 

《新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）とは、どのようなウイルスなのか?》 

 
  動物の同じ細胞に２種類以上の異なるインフルエンザ・ウイルスが感染すると、それらの 

 ウイルスが遺伝子交換をおこない、全く新しいウイルスが誕生することが知られています。 

今回、メキシコから広がった新型インフルエンザは、これまで人類に知られているどの 

 ウイルスとも違う、全く別のタイプである可能性が高いと考えられています。そのために 

有効なワクチンがまだ存在せず、どの程度の感染力があるか、はっきり分かっていないのが 

恐い点です。 

   今年の４月２４日、世界保健機構（ＷＨＯ）が人から人へのＨ１Ｎ１亜型の感染が確認さ 

 れたことを発表しました。その後、アメリカ、イギリス、ブラジル、さらに各国に感染が拡 

 大したことで、ＷＨＯはついに警戒レベルを「フェーズ４」＝世界的大流行（パンデミック） 

 につながる可能性が高い水準に引き上げました。 

                        ＜読売新聞記事データベースより＞ 

 



 
 

『最新 著作権の基本と仕組みがよーくわかる本』 
秀和システム  Ｊ021.2/サ 

 

  『マンガに描かれたキャラクターは著作物?』 

  「マンガに描かれているキャラクターの絵は、それぞれのマンガの 

著作権によって保護されています。 

 行事の際、有志でおそろいのＴシャツを作成することなどはよくあ 

ります。その際に、著作権の許可なくマンガのキャラクターを図案と 

してプリントしたりすれば、著作権の侵害の問題が生ずるおそれがあ 

ります。」 

 本書は上記のような具体的事例を挙げて、実際に即した知識を得る 

ことができます。著作権は出版物、音楽、映画、コンピュータなど多 

岐の分野に渡っています。2009 年 6 月成立の最新の著作権法に基づい 

た解説です・ 

 

 
 

『日本の医療を治療する!』 
                武井 義雄/著 日本経済新聞社 V498.0/タ 

                    

               「医者を尊敬しない患者。タクシー代わりに使われる救急車。 

               内科か外科か分からない看板を掲げる開業医。間違った情報 

               で『崩壊の危機』を煽るマスコミ。現場無視の安直な行政の 

               対応―医療の不具合の原因は、関係者すべてのモラルにある。」 

                著者は現在の医療の問題点を厳しく指摘して、どうしたら 

               医療を再生できるか、を熱く語っています。 

                本書の目次を紹介いたします。（第１章）マスコミも地方 

               行政も理解が足りない （第２章）医師になるには・・・ 

               （第３章）医療の「消費者」、患者としての態度は・・・ 

               （第４章）医療の治療―不具合の修復。 

                     

 

 

 

『日経メディカル Ｍｅｄical』 2009 ９月号 
【特集】患者をどう「断る」－ 救急医療再生のヒント 

 

救急医療は崩壊の危機に直面している。その最大の原因は、救急受診件数の急増です。 

 あまりにも多く、軽傷患者が集中している状況は、勤務医の疲弊や退職に拍車をかけ、 

 数多くの救急部門を閉鎖・休止に追い込んでいます。 

  全国を取材し救急医療再生のヒントを探している状況が分かり易く紹介されています。 

  その他の特集として、アトピー治療の最前線が紹介されています。 

  われわれ一般人が知らない、医療現場の苦悩と問題点を鋭く追及しており、医療の最前 

線の諸問題や研究成果を平易な言葉で分かり易く説明してくれる雑誌です。 



 

 

 

 

１０月                       １１月 
日 月 火 水 木 金 土               

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土              

    1 2 3 1 2 
休館日 

3 
文化の日 

4 5 
 

6 7 

4 5 
休館日 

6 7 8 9 10 8 9 
休館日 

10 11 12 

 

13 14 

11 12 
体育の日 

13 
休館日 

14 15 16 17 15 16 
休館日 

17 18 19 

 

20 21 

18 19 
休館日 

20 21 22 23 24 22 23 
勤労感謝の日 

24 
休館日 

25 26 

 

27 
館内整理日 

28 

25 26 
休館日 

27 28 29 30 
館内整理日 

31 29 30 
休館日 

     

 

《 お知らせ 》 
 

医療セミナー 

「新型インフルエンザを予防しよう」 

日 時 : １０月３１日（土） 

場 所 : タワーズ・イースト３階 会議室 

                                                                                        

《 10 月の特集展示 》 
 

◎ スポーツの秋 
  四季の内で最も過ごしやすい秋です。いろいろなスポーツに挑戦してみてはいかがですか。 

◎ 食欲の秋 
    秋は何といっても食欲です。身体を動かした後、秋の収穫を味わいましょう。 

 

■  編集後記 
 

夏の間は沈静化していた新型インフルエンザが、空気の乾燥する秋から冬にかけて大流行 

 する恐れがあります。９月現在（9 月 20 日現在）で、全国のインフルエンザ患者報告総数は、 

 15,382 人でした。この数週間では、沖縄が最も多く（13.38 人）、東京都が（5.90 人）、千葉県 

が（4.51 人）でした。市川市でも数校で学級閉鎖があったと伝えられています。 

  さて、１０月号のテーマを「新型インフルエンザへの備え」としましたが、私たちも感染 

 する前に可能な限りの予防に努めましょう。良く効くワクチンも、もうすぐ完成すると思わ 

れます。身体を鍛え、外から帰ったら手洗いとうがいをしましょう。また、寝不足に注意し 

ましょう。 

 

 

 
                 指定管理者 （株）ヴィアックス 

          〒272-0033 市川市市川南 1 丁目 10 番 1 号 

I-Link タウンいちかわザ・タワーズウェスト３階 

☎047-325-6241 

＜開館時間＞        ＜休館日＞ 

平日 9：30～21：00     月曜日 

土・日・祝 9：30～18：00  館内整理日 


